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T-1220はABPCか らの誘導体 で,富 山化 学 が 新 し

く開発 した薬剤 である。

本剤 の特徴 はグ ラム陽性および陰性菌 に有効 で とくに

Ps. aeruginosa, Kleb. pneumoniaeお よびProteusに す ぐれ

た抗菌力を有 す るとされて いる1)。

構造式 はFig.1の ごと くで ある。 このよ うな特徴を

有 するT-1220に ついて,国 立霞 ケ浦病 院感染症研究班

では,呼 吸器感染症,尿 路感 染症,胆 道 感染症 な どにつ

いて臨床的検討 を行 なったので,以 下 その成 績について

報告 する。

1.対 象な らびに方法

対象 は国立霞 ケ浦病 院内科,泌 尿器科,外 科 に入院 し

た患者で,そ の内訳は,内 科28例,泌 尿器科2例,外 科

3例,計33例 であ る。

性別では女 性21例,男 性12例 で,年 齢 は22歳 か ら

79歳 におよんでい る。

投与 方法は,筋 注および静注で行ない,筋 注で は0.5

%塩 酸 リドカイン溶液で溶解 し,静 注の場合 には20%

ブ ドウ糖20mlに 溶解 し使用 した。

投与量は1日2.0～8.0gで あ り,投 与 日掌 は4～32

日におよんでい る。総投与量 は15～96gで あった。

原因菌 について,呼 吸器感染症で は純培養 で証 明出来

た もの を一応原因菌 とした。尿 路感染症では1 ml中10

万個以上証明 した もの とし,胆 道感染症 ではA, B, C

胆汁 と もに同一 の菌 が証明 された もの とした。

効果判定 には臨床症 状 と検査成績 の改 善 を 指 標 とし

た。

H.成 績

症例 はTable1に 示 した とお りであ り,呼 吸器感染

症 は12例 であ る。

急性気 管支 炎の1例 は1日3.0gの 筋 注で,自 他覚症

状 も改善 し,7日 間の投与で治癒 した。

症例2～12ま では細菌性肺炎で あ り,こ れ らは マイコ

プ ラズマ肺炎 でない ことを血清学 的に裏 付けた症例であ

る。

肺炎 におけ る原 因菌の決定 は困難 であるが症 例2, 7,

8, 9, 10, 11は 喀痰か ら純培養 に菌が証明 されて お り,

症 例2で はT-1220使 用後E. coliは 消失 し,症 例11で

はKlebsiellaがT-1220を 使用 して も全 く消失せず,そ

の後DKB 150mg使 用で初 めてKlebsiellaの 消失 をみ

てい ることか ら,一 応原 因菌 と考 えられた。症例7～10

では緑膿菌 による肺炎 であ った。

症 例2～6ま で はT-1220 1日3.0～4.0gで 有効 で

あ った。症 例7～10で はT-1220を1回3g静 注 で1

日2回 使用 し, 7～9ま では 自他 覚症状の改善を認 め有

効 と判定 した。症例10で は 自他覚症状の改善 をみたが,

緑膿 菌の消失 をみ なか ったのでやや有効 と判定 した。 し

か し症 例7～10ま での症例 は,大 部分が基礎疾患 を有 し

てお り4例 中3例 に有効 であった ことは注 目され る。症

例11,12は1日6gを7～10日 間使用 したが効果が得 ら

れず,そ の後1日8gま で増量 したが,効 果が得 られ な

Fig. 1 Chemical structure of T-1220
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いため,他 剤 に変更 した症 例で あった。

尿路感染症 は症 例13～29ま でで あ り,と くに症 例13

～22ま では急性 で, 23～29ま では慢性で ある。 しか も

これ らの尿路感染症 は3例 を除 きすべて基礎疾患 を有 し

てお り,単 なる単純 性 とはい えず,複 雑性 との中間型 と

で もい うべ き症 例が大部分で ある。

急性 尿路感 染症 の中で,症 例の13, 14は1日2.0gの

筋注で効果を認 めてお り,こ れ らは基礎疾患 を有 してい

ず,単 純性尿路感染症 で ある。

症例15～22ま では,1例 を除 き基礎疾 患を有 してお

り,と くに症 例19は 慢性腎不全の例 であったが,1日

6.0gの 多量を使用 したに もか かわ らず,と くに副作用

は認め られ なか った。

症例21,22は 無効例 である。症 例21はSLEの ため

にPSL 20mg/日 使用中 であったが,経 過 中に発熱を生

じ,尿 か らE. coliを認 めた。本菌 はT-1220に 対 し感

受性で あったが,菌 の消失は み られ なかった。 症 例22

はRAで 入院中に発熱 し,尿 か らPseudomonasを 証明 し

た例 で本例 は副スの離 脱が困難 な例 でやは りPSL 5mg/

日使用 中であった。

症例23～29ま では慢性尿路感染症 で,基 礎疾患は全例

に認 め られた。症例23～27ま ではT-1220を1日3.0～

6.0g使 用 し,有 効例で あった。症 例28で は,初 め1日

3.0g使 用 し,尿 中菌の消 失をみないため6gま で増量

したが,菌 の消失が得 られず,さ らに この患者 は,血 管

が細 く静 注が困難 で あったので,他 剤 に変更 した例 であ

る。症例29はSLEでPSL 15mg/日 を使用 していた例

で, T-1220を1日6.0g使 用 したが菌の消失 をみなか

った。

症 例30～32ま で は胆道感 染症 で ある。症例30は 胆石

に併発 した胆嚢炎 であったが,T-12201日6.Og使 用

で下熱 し,胆 汁か らもEcoli,KZebsiellaの 消失 をみた例

であ る。症例31も1日6.0g使 用で有効 であ った。症

例32は 原 因菌不明 であったが,黄 疸,発 熱,心 窩部痛

で入 院 し,GOT,GPT,Al-Pの 上昇 を認 め,胆 嚢 炎の

診 断でCBPC 3.0gを 投与 して いたが下熱 せず, T-1220

6.0g/日 投与 で下熱 し,自 他覚症状 の改 善をみた症 例で

あ る。

症 例33は 化膿性腹膜 炎で, 4.0gを20日 間使 用 し有

効で あった症 例であ る。

Table2はT-1220の 疾 患別効果 をみた ものであ り,

急性気管支 炎は1/1,細 菌性肺炎 は8/11,急 性膀胱炎

1/1,急 性 腎孟 腎炎7/9,慢 性腎孟腎炎5/7,胆 嚢 炎3/3.

化膿性 腹膜炎1/1に 有効 であった。結 局33例 中26例 に

Table 2 Clinical effects of T-1220

Table 3 Clinical effects of T-1220 classified by causative organisms
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Fig. 2 Case 2. H. S. •‰ 29 y. 

Pneumonia

Fig. 3 Case 20. Y. T. •‰ 76 37- 

Acute pyelonephritis

Fig. 4 Case 27. N. S. •Š 62 y. 

Chronic pyelonephritis
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Fig. 5 Case 30. S. T. •‰ 65 y. 

Cholecystitis

Fig. 6 Laboratory tests before 
and after administration 
of T-1220 (1)

Fig. 7 Laboratory tests before 
and after administration 
of T-1220 (2)
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有効 であ り,有 効率は78.8%で あった。

Table 3はT-1220の 原 因菌 別効果をみ た もの で あ

る。E. coliは11/14, Enterobacter 2/2, Citrobacter 2/2,

Pseudomonas 4/6, Klebsiella 1/2, Proteus vulgaris 1/1に

有 効で あった。 これ ら27例 に対す るT-1220の 感受性

は全例 に施行 していないが, Klebsiellaの1例 は耐性 菌で

あった。

次 に各症 例を提示す る。

症例2 H. S. 29歳 男 細菌性 肺炎(Fig. 2)

患者 は脳性小児 マ ヒで寝 た きりであ ったが,入 院5日

前 か ら咳嗽,喀 痰,発 熱 を生 じ,次 第 に呼吸 困難が加 わ

って きたため 当院 内科 を受 診 し,胸 部 レ線 で細菌性 肺炎

と診 断 され入院 す。入院 時右下肺野 に ラ音 を聴診 し.喀

痰 か らはE. coliが純培養で証明 され た。T-1220を1日

3.Og筋 注 で使 用 した ところ,Fig.2の ごとく3日 目で

ほ とん ど下熱 し,呼 吸 困難 は消失 し,咳 嗽,喀 痰 も次第

に減少 した。血沈 も初め98/1hr.で あ ったが次第 に改善

し,胸 部 レ線 も32日 目には全 く正常 にな った症 例 で あ

る。

症 例20 Y. T. 76歳 男 急性腎盂腎炎(Fig. 3)

脳血栓症で入院 した 患者で あるが,入 院時38℃ の 発

熱が あ り,尿 中か らPseudomonasを 証明 し た。 尿 蛋 白

(+)で 血沈48/1hr.で あった。T-1220 1日3.0g筋

注で使用 した ところ,翌 日にはPseudomonasは 培養 され

な くな り,4日 目には下熱 した。本剤 はバ レー ン,カ テ

ーテルは使用 してお らず,本 菌 はT-1220感 受性で あっ

た。

症 例27 N.S. 62歳 女 慢性 腎孟腎炎(Fig. 4)

糖尿病 の患者で腰痛 および微 熱が続い ていたので,尿

培 養を した ところCitrobacterが 証明 され入院 した。T-

12201日3.Og使 用で3日 目には尿 か ら菌 の消失をみた

例で ある。7日 間使用 し中止 したが,そ の後 も再発をみ

て い・ない・。

症例30S.T.65歳 男 胆嚢炎(Fig. 5)

胆嚢 炎で入院 した患者 であ るが,入 院時38℃ の 発 熱

を認 め,胆 汁か らE. coliまとKlebsiellaが 証明 され た。黄

疸 はなか ったが,Al-Pは15.4と 上 昇 していた。T-1220

を1日6。Og使 用 した ところ,3日 目には下熱 し自覚症

状 も改善 した。 また9日 目に はAl-Pも 正常 とな った。

その後 の検査 で,本 症 には胆石が合併 してい ることが判

明 した。

副作用 について,今 回は本剤 を筋 注 と静注 に使用 した

が,静 注例で血管痛 な どの訴 えもな く,自 覚症状 も全 く

異常 を認 めなか った。血管 が出に くい例で は静注 の回数

が 多 くな るにつれて,血 管が使用 し難 くなる例 がみ られ

た。なお静注例で本剤使用 中13日 目に発 熱を認 め た症

例が1例 み られたが,本 剤投与 中止後すみやかに下熱 し

た。

筋注例 においては,軽 度 の注射部位の疼痛を訴 える患

者 も数名 み られたが,と くに注 目され る副作用 は認め ら

れ なか った。

末梢血 液像はFig.6の ごと く,赤 血球,血 色素量 お

よび白血 球数 について,T-1220使 用前後 で検 査をした。

1例 のみ赤 血球数お よび血色素量 が減少 した例がみ られ

たが,こ の症例 は卵巣嚢腫 で手術 した患者であ り,そ の

後 に化膿性腹膜炎 を併発 した例であ る。貧血は本剤の影

響では な く,む しろ疾 患 自体 による もの と思 われ た。

肝機能 について も同様 に本剤投与前後 においてGOT,

GPT,Al-Pに つい て検討 を加 えたが,Fig.7の ごとく

であ り,GOTが 投与前 に3例 上昇 していたが,投 与後

に1例 は正常 に もどっていた。2例 はGOTが52か ら

66(症 例26), 57か ら63(症 例23)に 上昇 した例であ っ

た。 しか し本例 は投与前 か ら軽度 の上昇がみ られ る例で

あ り,本 剤 による もの とは考 えがたい。

GPTは 本剤投与前で2例 に 上昇がみ られたが, 2例

と もに本 剤投与 後は正常 に もどって いた。

Al-Pは 本剤投与前5例 の上昇をみたが,本 剤投与後

はいずれ も正常 に もどって いた。

その他検 尿,血 清 ク レアチニ ン,尿 素窒 素などについ

て も本剤投与前後 において検査 を したが,い ずれ も異常

を示 した例 はみ られ なか った。

また,本 剤 は溶解 す る時に微 熱を発 し,多 少溶解 し難

いため,使 用 する場 合には前 もって準備 してお く必要が

あった。

III. 考 按

T-1220は 富 山化学 が新 しく開発 した薬剤で その 特 徴

は副作用が少な く,緑 膿菌 に も効果 が認 め られ ることで

あ る。

本剤を呼吸器感染症12例,尿 路感染症17例,胆 嚢炎

3例,化 膿性腹膜炎1例 に使用 した。結果 は前述の ごと

く,急 性気管支炎 および細 菌性肺炎では有効率が高 く,

急性気管支炎 は1日3g7日 間で有効で あ り,細 菌性肺

炎 も1日3.0～6.0gで 有効で あった。しか もKlebsiella

による肺 炎は本 剤に対 し耐性菌で あったので,こ れ を除

外 する と肺炎は10例 中8例(80%)に 有効 であった こと

にな り,か な りの有効率 であ る。 しか も緑膿菌性 肺炎4

例 中3例 に有 効 であった ことは,本 剤の特 徴を裏付け る

ものであ り,と くに基 礎疾患を合併 した例での有効 は注

目すべ きで あ る。

尿路感染症 は17例 で あるが,急 性膀 胱炎 は1例 で,
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もちろん有 効であ った。

急性 腎盂 腎炎9例 中7例 は基礎疾患を有 してお り,単

純性 と複雑性の中間型で あった。 このよ うな例で9例 中

7例(77.8%)に 効果を認め たこ とは,本 剤の有 用性を

示 してい る もの とい えよ う。

さ らに慢性腎盂 腎炎7例 で も全 く同様であ り,7例 全

例 に基礎疾患 を有 して お り,単 純性 と複雑性 の中 間型 で

あった。 しか も慢性 腎盂 腎炎7例 中5例(71.4%)に 効

果 を認 めた ことは,本 剤 の有 用性を さらに示 してい る も

の と思われた。

胆嚢 炎は3例 であ るが,3例 中1例 は胆石 を有 してい

た例であ り,し か も原因菌がE. coliとKlebsiellaで あ

り,こ れ らが消失 した ことは,胆 汁 内分泌がす ぐれてい

ることを示 してい る と同時 に,胆 嚢 炎の治療に も効果が

期待 され る。

原因菌別効果 では,本 剤 に対す る耐性検査 をすべ てに

施行 していないので明 らか ではないがE. coli 14例 中11

例(78.5%)で あ り, Enterobacter, Citrobacterでは少数で

あ るが,全 例に有 効であ った。 さ らにPseudomonasで は

6例 中4例 に有効 であ り, Proteus vulgarisは1例 であ っ

たが有効 であ った ことは,こ れ らの菌 に対 して も今後期

待 され る もの と思われ た。

今回の本剤の投与法 は筋注 と静注 に限定 して行 なった

が,点 滴静注 とほぼ 同様 な結果 が得 られた こ とは,点 滴

静注が 困難 な症例 において,筋 注な らび に静注 で点滴静

、 注 とほぼ同様 な治療効 果が期待 され る もの と思 われた。

静 注例において 薬剤投与 中13日 目に ア レル ギー によ

ると思われ る発熱が1例 にみ られ た。 しかし本剤 中止後

は,す みやかに下熱 した。 なお本剤 をかな り早 く静注 し

て も血管痛 などの副作用 は認 め られ なか った。筋注例 で

注射部位 の軽度疼痛 を訴 える患者 もみ られたが,と くに

注 目され る副作 用は認 め られ なか った。

血液検査 を本剤投与前後 で行 な ったが,末 稍血液像,

肝機能, BUN, ク レアチニ ンな どで全 く異常 を認 めず,

検尿 で も全 く異常 は示 さなか った。

しか し本剤の皮内 テス トが陽性 で,本 剤が使用 で きな

かった例が4例 み られ た ことは注意すべ き所 見 と思われ

た。

以上の ごと く本剤 は副作用が極 めて少 な く,し か も緑

膿 菌を含め た各種感染症 に対 して,か な りの効 果を示 し

た ことは,今 後新 しい抗 生剤 として注目すべ き もの と思

われ た。

ま と め

T-1220を 以下 の感染症 に使用 し,次 の結 果を得 た。

急性気 管支 炎1例,細 菌性肺炎11例 中8例,急 性膀

胱炎1例,急 性腎盂腎炎9例 中7例,慢 性腎盂 腎炎7例

中5例,胆 嚢炎3例,化 膿性腹 膜炎1例 に有効 で,計33

例中26例 に有効 で有効 率78.8%で あった。

原因菌別効果 はE. coli 14例 中11例, Enterobacter 2

例,Citrobacter 2例, Pseudomonas 6例 中4例, Klebsiella

2例 中1例, Proteus vulgaris 1例 に有 効で,計27例 中

21例 に有効 で有効率 は77.8%で あ った。

副作用 は ア レルギ ーによる と思われ る発熱が1例 み ら

れ た。 その他,血 液検査,検 尿 な どで異常 を示 した例 は

なか った。

文 献

1) 第23回 日本化学療 法学会東 日本支 部総 会,新 薬

シ ンポジ ウム1, T-1220抄録 集, 1976



1000 CHEMOTHERAPY JULY 1977

CLINICAL STUDIES ON T-1220 

TOSHIHIRO Fujir KUNIO IMADAKA, MASATO NAKANO, 
HISASHI TAKIZUKA, KENICHI OKAYAMA, YOSHICHIKA KANAI, 

MASATAKA KATSU, SHIN JI OKUI, KOUSAKU WADANO, 
MASUMI HAYAKAWA, TAKASHI ARAI, NAOHIKO TAKEDA 

and TAKASHI NOTOYA 
Antibiotics Research Group, Kasumigaura National Hospital 

(Department of Internal Medicine, Surgery, Urology, Otorhinology, Central Laboratory)

T-1220 was tested to the following infectious diseases and the following result was 
obtained. 

It was effective to a case of acute bronchitis, to 8 out of 11 cases of bacterial pneu-
monia, to a case of acute cystitis, to 7 out of 9 cases of acute pyelonephritis, to 5 out of 
7 cases of chronic pyelonephritis, to 3 cases of cholecystitis and to a case of purulent 

peritonitis. It was effective to 26 out of 33 cases in total and the effective rate was 78.8%. 
Dividing from the group of the diseases depending on the strains of causative organisms, 

it was effective to 11 out of 14 cases of E. coli, to 2 cases of Enterobacter, to 2 cases 
of Citrobacter, to 4 out of 6 cases of Pseudomonas, to 1 out of 2 cases of Klebsiella and 
to a case of Proteus vulgaris. It was effective to 21 out of 27 cases in total and the 
effective rate was 77.8%. 

As side effect, drug fever caused by T-1220 administration was observed in only one 

patient and any other abnormality was not observed in hematological examination or urine 
examination.


